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同 瞥予分■の免ヘー事ザ

(1)At更ピここした綺 ロイち脅tの 家〔
た久■ヽめか、 (明 辱 X

い B ltフ いてソての口雀参為〕ι、女夕の(

言tす・てし、.

玖 タセに
'資
運 さ六たィ資人ヵヽ たリラヘた

ち刊書のますや(■のせし)tイて,て フ☆コ
の衝薇 ttま かり、土地 のよしあしヤ

束書作老 t傷風バて。匂スイ費亀を(拓 島 )
■'示 した 。

3の 粂■象.色 夕性は t年 ■ )tコ
｀
社 ,・ 卜ヵ め,■ ■` 1l Чく4た ルLス "

力ろ(π ふ )lヽ 於ぃた(軍イ安 )t負 す里した。
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石先tへ上.
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日 相い 文イt

a)■のなイl lt、 月トム文イヒι仲在すら、
右呼ラく
“
たのたり,lζ Eコ濤西烈【い、

7り 強く (  )ナェ,革 を 2:く lll`

t )に あてはまる計句t政 うヽ 一フ睡■,
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常■1で 嗜 危電てい
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本能寺の変が起こる……A
(B)が始まる

)|ミ もてはまる言ぅ句で
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